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しばやまイベントレポート ◉「しばやまイベントレポート」は身近な町の情報を伝えるコーナー
です。皆さんからの情報をお待ちしています。
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はにわ道を彩る
しばやま花いっぱい運動
　５月23日、芝山はにわ道沿いの花壇に花を植え、町
を彩る「しばやま花いっぱい運動」が行われました。当
日は委員やボランティア、芝山町地域おこし協力隊によ
り、ジニアプロフュージョン・ペンタス・ヘレニューム・ニ
チニチソウの花が植えられました。皆さまのご協力のも
と、無事花を植えることができ、彩りある町となりました。

　「第６回山武郡市ミニバスケットボール春季大会」が
６月６日、７日、13日の３日間の日程で、男子８チーム、女
子10チームにより開催され、芝山町からは男子「芝山Ｍ
ＢＣ」と女子「芝山ビクトリーズ」の２チームが出場し、男
女ともに千葉県U12春季ミニバス大会への出場権を獲
得しました。
■女子の部
　芝山ビクトリーズ（女子）は、予選リーグ、準決勝リー
グ、決勝戦と勝ち進み、優勝しました。決勝戦では序盤
こそリードを許したものの、前半で逆転に成功し、後半
も集中力を切らさず勝利を収めました。見事に２年ぶり
の優勝を果たしました。
■男子の部
　芝山MBC（男子）は、予選リーグ、準決勝リーグを順
当に勝ち進み、決勝トーナメントへ進出しました。最終
日に行われた決勝戦では惜しくも敗れましたが、準優勝
の成績を収めました。

男女で大活躍
ミニバスケットボール大会

Shibayama Sports News

いっぱい取れましたー!
潮干狩り体験学習開催
　6月20日、木更津市牛込海岸にて町青少年相談員連
絡協議会の主催による「潮干狩り体験学習」が実施され
ました。当日は、あいにくの雨でしたが、参加者は、相談
員と交流を深めながら、さまざまな貝を探し求めて喜び
合う子どもたちの姿が沢山見られました。
　今後も、スポーツや体験活動などを通して、青少年の
健全育成に貢献する活動を行っていきます。

▲夏には花がいっぱい！

▲雨の中でも笑顔でハイッポーズ！
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殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳　

殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳　

発
掘
も
の
が
た
り

発
掘
も
の
が
た
り
〜
発
掘

〜
発
掘
7070
周
年
〜

周
年
〜

　
本
年
は
、
昭
和

　
本
年
は
、
昭
和
3131
年
の
殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
発
掘

年
の
殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
発
掘

か
ら
か
ら
7070
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
前
年
に
誕
生
し
た
ば

年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
前
年
に
誕
生
し
た
ば

か
り
の
芝
山
町
に
と
っ
て
、
発
掘
に
よ
り
出
土
し
た
埴

か
り
の
芝
山
町
に
と
っ
て
、
発
掘
に
よ
り
出
土
し
た
埴

輪
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
現
在
ま
で
さ
ま
ざ
ま

輪
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
現
在
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
ら

な
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
発
掘
の
経
緯
や
成
果
を
振
り
返
り
ま
す

た
め
て
発
掘
の
経
緯
や
成
果
を
振
り
返
り
ま
す
。。

上：昭和30年代に撮影された殿塚古墳（右）・姫塚古墳（左）の空撮写真 上：昭和 30年代に撮影された殿塚古墳（右）・姫塚古墳（左）の空撮写真 
下：学生に埴輪の説明をする滝口宏教授（中央）下：学生に埴輪の説明をする滝口宏教授（中央）



はにわの町、
芝山のはじまり

発
掘
の
経
緯

　
芝
山
仁
王
尊
・
観
音
教
寺
の
濱
名

徳
永
住
職
（
当
時
27
歳
）
は
、
寺
の

文
化
事
業
と
し
て
古
墳
調
査
を
発
案

し
、
大
学
の
恩
師
の
紹
介
で
早
稲
田

大
学
の
滝
口
宏
教
授
（
当
時
46
歳
）

に
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。
昭
和
30

年
10
月
、
滝
口
教
授
は
芝
山
町
を
訪

れ
、
濱
名
住
職
と
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
地
域
住
民
に
古
墳
の
価
値
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
出
土
遺
物
は

保
存
館
を
建
設
し
て
郷
土
の
歴
史
を

物
語
る
も
の
と
し
て
保
存
公
開
す
る

こ
と
、
学
校
の
先
生
方
の
参
加
見
学

に
よ
っ
て
教
育
に
資
す
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
方
針
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

両
古
墳
は
旧
横
芝
町
中
台
に
所
在
し

て
い
ま
す
が
、
殿
塚
古
墳
は
芝
山
町

民
の
方
、
姫
塚
古
墳
は
観
音
教
寺
の

檀
家
の
方
が
地
権
者
で
し
た
。

第
一
次
発
掘

　
昭
和
31
年
3
月
27
日
、
最
初
は
殿

塚
古
墳
を
中
心
に
発
掘
を
行
い
ま
し

た
が
、
円
筒
埴
輪
が
部
分
的
に
出
土

す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
一

方
、
姫
塚
古
墳
で
は
30
日
に
地
元
住

民
が
、
前
方
部
中
段
の
北
西
隅
よ
り

形
象
埴
輪
（
人
物
・
馬
）
を
発
見
し

ま
し
た
。
そ
の
日
の
発
掘
日
誌
に
は
、

調
査
員
の
士
気
は
昂
揚
し
、
「
過
去

四
日
間
の
晩
さ
ん
に
較
べ
て
数
倍
お

い
し
く
御
馳
走
に
な
れ
た
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
待
望
の
成
果
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
姫

塚
古
墳
の
埴
輪
列
の
探
索
に
集
中
し
、

墳
丘
北
側
中
段
に
大
型
で
造
形
美
あ

ふ
れ
る
40
数
体
の
形
象
埴
輪
列
が
ほ

と
ん
ど
原
位
置
で
発
見
さ
れ
た
の
で

す
。

　
ま
た
、
4
月
6
日
に
は
姫
塚
古
墳

前
方
部
南
側
の
横
穴
式
石
室
か
ら
方ほ

う

頭と
う
大た

ち刀
1
振
、
直ち

ょ
く
と
う刀13
振
、
刀と

う
す子
1

点
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
4

月
8
日
に
撤
収
作
業
が
終
了
し
、
調

査
団
の
学
生
は
全
員
帰
校
し
ま
し
た
。

発
掘
の
成
果
は
、
「
戦
後
最
高
の
ハ

ニ
ワ
発
見
」
「
千
古
の
謎
を
と
く
芸

術
品　
輝
か
し
い
早
大
調
査
団
の
収

穫
」
（
千
葉
新
聞
）
な
ど
と
報
道
さ

れ
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
発
掘

　
第
二
次
調
査
は
、
4
月
28
日
か
ら

5
月
6
日
ま
で
殿
塚
古
墳
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
後
円
部
南
側
か
ら

横
穴
式
石
室
が
発
見
さ
れ
、
盗
掘
に

あ
っ
た
た
め
か
副
葬
品
は
、
金
銅
製

耳
環
や
銅
碗
、
大
刀
な
ど
が
ま
と

ま
っ
て
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
同
時

に
埴
輪
列
の
確
認
も
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
北
側
中
段
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
人
物
埴
輪
な
ど
は
原
位
置
を
と

　芝山町がはにわの町と呼ばれるようになった
のは、殿塚古墳・姫塚古墳の発掘があったから。
この発掘はどのような経緯で、どのように進ん
だのでしょうか。
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①　多くの住民が調査に協力した 
②③姫塚古墳から出土した人物埴輪 
④　姫塚古墳の横穴式石室 
⑤　早稲田大学から新井田地区に送られた、
　　調査に対する感謝状 

殿塚古墳・姫塚古墳
発掘70年のあゆみ 
昭和31年 殿塚古墳・姫塚古墳発掘調査。 
昭和33年 殿塚古墳・姫塚古墳を含む17基の古
　　　　　墳が、芝山古墳群として国指定史跡 
　　　　　となる。 
昭和34年 芝山仁王尊・観音教寺により「芝山
　　　　　はにわ博物館」開館。 
昭和41年 成田市三里塚への新国際空港建設が
　　　　　閣議決定。 
昭和46年 殿塚古墳・姫塚古墳から出土した埴
　　　　　輪が千葉県指定有形文化財となる。 
昭和57年 第１回芝山はにわ祭開催。早稲田大
　　　　　学滝口宏教授が祭を監修。（下写真）

　　　　　

昭和60年 パリはにわ展の
　　　　　開催。（右写真）
昭和63年 芝山町立芝山古墳・
　　　　　はにわ博物館開館。
　　　　　県道成田松尾線に
　　　　　「芝山はにわ道」
　　　　　と愛称が付けられ、
　　　　　沿道にはにわ像を
　　　　　57体設置。 
平成23年 早稲田大学が九十九里地域の古墳調　
　　　　　査を再開。埼玉県本庄市、大阪府高
　　　　　槻市を招いて「はにわサミット」開
　　　　　催。（右写真）
平成26年～27年　 早稲田大学
　　　　　　　　　による出土
　　　　　　　　　埴輪の三次
　　　　　　　　　元計測調査。 
平成28年 殿塚古墳・姫塚古墳
　　　　　発掘60周年記念事業
　　　　　として、早稲田大学
　　　　　會津八一記念博物館
　　　　　にて「甦る九十九里の埴輪群像―3D
　　　　　考古学の挑戦―」開催。 （下写真）
　　　　　

令和３年　観音教寺から殿塚古墳・姫塚古墳出
　　　　　土埴輪や副葬品が芝山町へ寄託され、
　　　　　芝山町立芝山古墳・はにわ博物館を
　　　　　リニューアル。 
令和６年　殿塚古墳・姫塚古墳出土埴輪48点
　　　　　（殿塚30点、姫塚18点）が一括して
　　　　　重要文化財に指定。 
令和８年　殿塚古墳・姫塚古墳発掘70周年記念
　　　　　事業。 

　　　　　

　　　　　

①

②

④

③

⑤
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ど
め
ず
、
周
溝
の
中
か
ら
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
、
殿
塚
古
墳
で
は
、
動

物
埴
輪
（
犬
・
猪
・
牛
・
水
鳥
）
や

家
形
埴
輪
、
大た

ち刀
や
靫ゆ

ぎ
（
矢
を
入
れ

る
道
具
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

埴
輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

地
域
発
掘

　
早
大
の
学
生
た
ち
は
、
観
音
教
寺

の
客
殿
で
寝
泊
ま
り
を
し
て
、
調
査

に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
芝
山
町

の
青
年
団
、
消
防
団
、
婦
人
会
、
旧

横
芝
町
の
住
民
も
調
査
を
手
伝
い
ま

し
た
。
滝
口
教
授
は
、
調
査
前
の
3

月
1
日
に
芝
山
町
を
訪
れ
、
町
青
年

団
の
役
員
と
懇
談
し
調
査
の
趣
旨
を

伝
え
協
力
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
次
調
査
で
は
住
民
の
参
加
が
不

足
し
た
た
め
、
第
二
次
調
査
前
に
区

長
会
を
開
き
、
地
区
ご
と
の
割
り
当

て
を
決
め
て
協
力
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

　
学
校
関
係
で
は
、
芝
山
中
学
校
、

千
代
田
中
学
校
、
大
総
中
学
校
、
豊

岡
中
学
校
、
成
田
高
校
、
成
東
高
校
、

成
東
高
校
松
尾
分
校
、
匝
瑳
高
校
、

千
葉
第
一
高
校
の
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
京
成
電
鉄
と
成
田

バ
ス
の
協
力
に
よ
り
、
都
内
２
０
０

校
の
社
会
科
教
員
を
無
料
招
待
す
る

な
ど
、
調
査
の
公
開
に
も
努
め
ま
し

た
。

保
存
と
公
開

　
第
二
次
調
査
期
間
中
の
5
月
3
日

に
は
、
千
葉
三
郎
衆
議
院
議
員
、
柴

田
等
千
葉
県
知
事
ら
が
見
学
に
訪
れ

協
議
を
行
い
「
芝
山
古
墳
保
存
会
」

が
発
足
し
、
古
墳
の
公
有
地
化
と
保

存
館
建
設
を
議
論
し
ま
し
た
。
昭
和

33
年
6
月
28
日
、
殿
塚
古
墳
・
姫
塚

古
墳
を
含
む
17
基
の
古
墳
が
、
芝
山

古
墳
群
と
し
て
国
指
定
史
跡
と
な
り
、

昭
和
34
年
に
は
観
音
教
寺
が
「
芝
山

は
に
わ
博
物
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

発
掘
か
ら
数
年
間
で
、
当
時
県
内
に

は
博
物
館
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
、
出

土
遺
物
の
現
地
主
義
の
理
念
に
よ
り

地
域
の
文
化
遺
産
と
し
て
、
現
地
公

開
が
実
現
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ

と
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
殿
塚
古
墳
・
姫
塚

古
墳
の
発
掘
は
、
ま
さ
に
地
域
ぐ
る

み
で
行
わ
れ
、
出
土
し
た
埴
輪
は
地

域
の
文
化
遺
産
と
し
て
「
芝
山
は
に

わ
祭
」
な
ど
で
生
か
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
時
は
流
れ
て
令
和
3
年
、
殿
塚
古

墳
・
姫
塚
古
墳
出
土
埴
輪
や
副
葬
品

が
観
音
教
寺
か
ら
芝
山
町
へ
寄
託
さ

れ
、
芝
山
町
立
芝
山
古
墳
・
は
に
わ

博
物
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

6
年
8
月
27
日
、
殿
塚
古
墳
・
姫
塚

古
墳
出
土
埴
輪
48
点
（
殿
塚
30
点
、

姫
塚
18
点
）
が
一
括
し
て
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
発
掘
70
周
年
を
迎
え
、

9
月
27
日
㈰
に
観
光
考
古
学
会
と
共

催
で
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域

振
興
と
観
光
考
古
学-

は
に
わ
の
町
、

芝
山
の
挑
戦-

」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
博
物
館
で
は
11
月
と
12
月
に

講
演
会
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
し
ば

や
ま
活
用
推
進
協
議
会
で
も
関
連
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

芝
山
古
墳
・
は
に
わ
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

  

８
月
20
日
は
「
は
に
わ
の
日
」

  

勾
玉
づ
く
り
体
験

　
当
日
は
入
館
料
無
料
で
す
。
さ
ら

に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
ま
す
。

■
日
時

8
月
20
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

■
参
加
費　
材
料
費
３
０
０
円　

■
申
込
み　
予
約
不
要
。
当
日
受
付

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

  

入
館
無
料

　
発
掘
70
周
年
を
記
念
し
、
対
象
の

方
を
入
館
無
料
と
し
ま
す
。

■
期
間

9
月
1
日
㈫
〜
12
月
27
日
㈰

  

は
に
わ
・
土
偶
マ
グ
ネ
ッ
ト
色
ぬ
り

  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
は
に
わ
や
土
偶
の
色
を
ぬ
り
自
分

だ
け
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

10
月
18
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午　
午
後
1
時

〜
3
時
30
分

■
参
加
費　
材
料
費
５
０
０
円　

■
申
込
み　
予
約
不
要
。
当
日
受
付

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

殿
塚
古
墳・姫
塚
古
墳
発
掘
70
周
年

  

記
念
講
演
会

11
月
22
日
㈰
、
12
月
5
日
㈯
に
開

催
予
定
で
す
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　横芝光町中台に所在。殿塚古墳は墳丘長89.9ｍ、高さ
8.6ｍで、姫塚古墳は、墳丘長58.5ｍ、高さ4.8ｍ、ともに埋
葬施設は横穴式石室で、二重の周溝がめぐる6世紀の前方
後円墳。被葬者は、武

む さ

社のクニ（現在の山武郡北部）の支配
者（国

くにのみやつこ

造）に連なる人物と想定されています。 
（左ページ写真の右側が殿塚古墳、左側が姫塚古墳） 

殿塚古墳・姫塚古墳 
改めて知りたい！ 

7 2026. ８月号 6広報しばやま 



殿塚古墳・姫塚古墳発掘70周年記念シンポジウム 
「地域振興と観光考古学－はにわの町、芝山の挑戦－」
　遺跡や出土品を地域振興やまちづくりにどう活かしていくかをテーマとして、観光考古学会と共催で
シンポジウムを開催します。芝山はにわ祭などはにわを活かしたまちづくりを進めてきた当町の取り組
みについて、その歴史と現状、将来について議論していきます。 

■日時　9月27日㈰　午後0時30分～4時15分 
■会場　芝山文化センター 
■共催　観光考古学会・芝山町・芝山町教育委員会 
■後援　芝山町観光協会、ヒストリーパークしばやま活用推進協議会、芝山はにわ祭実行委員会、
　　　　芝山古墳・はにわ博物館友の会、しばやま郷土史研究会 
■プログラム 
・基調講演1「地域振興と観光考古」観光考古学会会長　坂詰秀一 
・基調講演2「わが国の遺跡まつりの現状と芝山はにわ祭」尚美学園大学名誉教授　櫻井凖也 
・報告1「殿塚古墳・姫塚古墳の発掘と出土埴輪の活用」芝山町立芝山古墳・はにわ博物館　館長　奥住　淳 
・報告2「芝山はにわ祭の現状と将来展望」芝山はにわ祭実行委員会　委員長　稲垣　弘 
・報告3「古墳・はにわを活かした観光PR活動」芝山町観光協会　会長　平田冬樹 
・ディスカッション　司会　橋本眞紀夫（観光考古学会） 
・芝山古墳・はにわ博物館展示解説（希望者） 
■申込方法　右記二次元コードまたは下記ＵＲＬからお申し込みください。
申込ＵＲＬ：https://forms.gle/227LRAr4BwoMRvg6A
※上記の申込みが難しい方は、観光考古学会事務局へ
　お電話にてお申し込みください。　☎03-206-2190
■申込期限　9月25日㈮

▲姫塚古墳

▲殿塚古墳

▲申込二次元コード
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■
芝
山
町
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
知
っ

て
い
ま
す
か
？

5
月
20
日
、静
岡
県
掛
川
市
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
と
、友
好

ク
ラ
ブ
の
総
武
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ（
山
武
郡
）が
掛
川
藩
ゆ
か
り
の

地
、芝
山
仁
王
尊
を
視
察
し
ま
し
た
。

掛
川
市
と
芝
山
町
に
は
、明
治
維
新

と
い
う
激
動
の
時
代
に
結
ば
れ
た
深

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、そ
の

「
掛
川
藩
」「
柴
山
藩
」「
松
尾
藩
」の

歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
掛
川
藩
主
太
田
氏
の
芝
山
転て

ん
ぽ
う封

　
東
海
の
名
城
掛
川
城
を
本
拠
と
す

る
掛
川
藩
は
、江
戸
時
代
後
期
に
は

太
田
氏（
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
太

田
道
灌
の
子
孫
）が
藩
主
を
務
め
て
い

ま
し
た
。

　

明
治
元
年（
１
８
６
８
）、前
年
の

大
政
奉
還
に
よ
り
旧
徳
川
将
軍
家
が

駿
河・遠
江（
現
静
岡
県
）へ
移
さ
れ
、

代
わ
り
に
当
地
の
各
藩
が
房
総
へ
領

地
替
え
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
掛
川
藩
主
太
田
資

美(

す
け
よ
し)

が
、５
万
３
千
石
で

武
射
郡
と
山
辺
郡（
現
山
武
郡
）に

１
５
０
ヶ
村
の
領
地
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
、こ
の
地
域
に
は
城
郭

が
無
い
こ
と
か
ら
、藩
主
が
住
み
政
治

を
行
う
仮
藩
庁
を
芝
山
仁
王
尊
に
置

い
て
柴
山
藩
と
称
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、藩
士
や
そ
の
家
族
な
ど

２
千
名
も
の
人
々
が
、芝
山
仁
王
尊

付
近
の
村
々
の
寺
院
や
農
家
に
分
か

れ
て
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。町
域

で
は
、芝
山
村・山
中
村・高
谷
村・宮

崎
村・境
村・下
吹
入
村・上
吹
入
村・

大
台
村
・
殿
部
田
村
・
新
井
田
村
・
高

田
村
に
分
宿
し
ま
し
た
。

■
柴
山
藩
政
の
様
子

　

掛
川
か
ら
の
引
越
し
作
業
は
明
治

２
年
５
月
に
ほ
ぼ
終
わ
り
、太
田
資
美

は
柴
山
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
、同
年

７
月
に
東
京
駒
込
の
藩
邸
を
出
て
、船

橋
、酒
々
井
で
泊
り
、加
茂
か
ら
芝
山

に
入
部
し
ま
し
た
。資
美
は
早
速
領

内
に
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
、博
打
賭

け
事
の
禁
止
、百
姓
に
不
似
合
い
な

遊
芸
の
禁
止
、役
人
へ
の
贈
り
物
の
禁

止
、火
の
元
に
気
を
つ
け
る
こ
と
な
ど

１
８
ヶ
条
の「
領
内
御
条
目
」を
出
し

ま
し
た
。ま
た
、11
月
に
は
自
ら
領
内

の
巡
視
に
出
か
け
、村
役
人
に
は
羽
織

を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
細
か
な
指
示

を
す
る一方
で
、召
集
し
た
老
人
に
は

寒
い
の
で
土
間
に
降
り
ず
と
も
よ
い
こ

と
、農
作
業
中
の
人
は
休
む
必
要
は
な

い
と
領
民
に
対
す
る
配
慮
も
し
て
い

ま
す
。

■
松
尾
城
の
築
城
と
松
尾
藩

　

明
治
３
年
11
月
、資
美
は
、大
堤

村・猿
尾
村・八
田
村・田
越
村（
現
山

武
市
）に
、新
た
な
城
郭
を
築
き
、明

治
４
年
１
月
に
藩
庁
を
移
し
ま
し
た
。

藩
の
名
称
は
、掛
川
城
の
別
称
松
尾

城
に
ち
な
ん
で
松
尾
藩
、城
郭
を
松

尾
城
と
し
ま
し
た
。現
在
の
松
尾
城

は
、藩
知
事
の
居
館
跡
は
山
武
望
洋

中
学
校
、藩
庁
跡
は
松
尾
自
動
車
教

習
所
に
な
って
い
ま
す
。ま
た
、松
尾
城

は
、大
砲
を
用
い
た
戦
い
に
対
応
す
る

た
め
西
洋
式
の
稜
堡
式(

り
ょ
う
ほ
し

き)

城
郭（
函
館
五
稜
郭
の
よ
う
な
形

態
）を
採
用
し
ま
し
た
。し
か
し
、松

尾
藩
は
、発
足
か
ら
６
ヶ
月
後
の
明
治

４
年
７
月
に
、廃
藩
置
県
に
よ
り
領
地

は
す
べて
新
政
府
に
没
収
さ
れ
ま
し
た
。

資
美
は
東
京
移
住
を
命
じ
ら
れ
、藩

士
た
ち
も
故
地
掛
川
に
戻
る
者
、松

尾
に
残
る
者
、新
た
な
土
地
へ
行
く
者

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

掛
川
藩
が
芝
山
の
地
に
仮
藩
庁
を

置
き
、「
柴
山
藩
」を
経
て「
松
尾
藩
」

へ
と
歩
ん
だ
歴
史
は
、わ
ず
か
数
年
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

掛
川
市
と
芝
山
町・山
武
地
域
を
結

ぶ
貴
重
な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

編
集
協
力

　
は
に
わ
博
物
館
館
長　
奥
住　
淳

掛
川
藩
と
柴
山
藩
・
松
尾
藩

▲柴山藩年貢皆済目録（明治 2年、菱田村）

▲掛川城天守閣　(平成6年再建）

▲芝山仁王尊にて集合写真
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公民館講座　参加者募集！ 中央公民館 ☎77-0066問

　8月29日㈯までに、中央公民館へ電話または窓口でお申し込みくだ
さい。※定員になり次第、締め切ります。

オカリナ教室
　オカリナのやさしい音色に癒
やされてみませんか。「春の小
川」や「バラが咲いた」などの
曲を練習してみましょう。
■日時 ９月15日㈫、10月20日㈫、
11月17日㈫、12月1日㈫、12月15日㈫
午後1時30分～3時30分
■対象者　町内在住・在勤者
■教材費　オカリナ貸出（無料）
※購入希望の場合（6,600円）
■定員　10名（先着）
■講師　渕田　和子

商
品
券
の
使
用
期
限
は
９
月
30
日
㈬

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

未
使
用
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
方

は
、ぜ
ひ
期
間
内
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
は
、
無

　
効
と
な
り
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
商
品
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

企
画
調
整
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
商
品
券
は
、
令
和
７
年
度
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行　
企
画
空
港
政
策
課
企
画
調

整
係

☎
 77-

３
９
２
６

■
発
行
協
力　
芝
山
町
商
工
会

☎
 77-

１
２
７
０

　殿塚古墳・姫塚古墳は、今から70
年前に発掘調査が行われました。発
掘の経緯や調査の成果について、当
時の写真を用いてふり返ります。
■日時 ９月12日㈯ 午後1時30分～3時
■対象者　町内在住・在勤者
■参加費　無料
■定員　15名程度（先着）
■講師　はにわ博物館長 奥住　淳

▲利用可能店舗

☆おすすめ図書の紹介

公民館図書室
中央公民館 ☎77-0066問

■青天
著　者：若林　正恭
出版社：文藝春秋
青春の苦みと悦びに満ちた、
著者渾身の初小説。
■週末つくりおき

激やせ冷凍弁当
著　者：だれウマ
出版社：扶桑社
ラクしておいしく、たくさん
食べられてキレイにやせる
「だれウマ式ダイエット」
■やばいやばい
　作　：太田久美子
出版社：ポプラ社
全世代必読！「伝える力」が
身につく絵本

☆図書のリクエスト

季節のテーマに合わせて、
読み聞かせを行っています。
絵本の世界へLet's Go！
■日時　８月８日㈯
　　　　午前10時30分～
■テーマ　「夏まつり」
■対象者　小学校３年生まで
　　　　　（保護者同伴）
■場所　中央公民館図書室
■参加費　無料

☆図書室のおはなし会

　県立図書館からのお取り寄
せもできます。
　また、イン
ターネットから
の図書検索もで
きますので、ご
利用ください。 ▲図書検索

「しばやまふるさと歴史講座」
殿塚古墳・姫塚古墳発掘ものがたり

企
画
空
港
政
策
課
企
画
調
整
係
☎
77
‐
３
９
２
６

問

臨
時
生
活
応
援
商
品
券

使
用
期
限
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
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空
き
家
問
題
は
、
親
が
施
設
に
入

居
し
た
り
、
相
続
が
発
生
し
た
り
し

た
瞬
間
に
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
準

備
が
な
い
ま
ま
空
き
家
に
な
る
と
、

維
持
費
の
負
担
や
管
理
の
悩
み
が
一

度
に
押
し
寄
せ
、
家
族
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
空
き
家
を
「
生
ま
な
い
」
た
め
の

3
つ
の
備
え

①
家
族
で
話
し
合
う

　
最
も
重
要
な
の
は
、
将
来
の
家
の

扱
い
に
つ
い
て
家
族
で
共
有
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　
「
自
分
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、こ

の
家
を
ど
う
す
る
？
」、「
売
却
す
る

の
か
、賃
貸
に
出
す
の
か
、そ
れ
と
も

子
供
が
住
む
の
か
？
」

　
意
思
が
未
決
定
の
ま
ま
空
き
家
に

な
る
と
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な

り
ま
す
。

②
資
産
と
し
て
の
価
値
を
保
つ
（
定

期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

　
住
み
続
け
て
い
る
今
の
う
ち
か
ら
、

建
物
を
健
全
に
保
つ
こ
と
が
最
大
の

「
未
然
防
止
」
で
す
。

　
「
い
つ
か
」
は
突
然
や
っ
て
く
る
。「
今
は
ま
だ
自
分
が
住
ん
で
い
る
か

ら
大
丈
夫
」。
そ
う
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、時
間
が
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
実
家
」
を
負
の
遺
産
に
し
な
い
た
め
に

今
か
ら
始
め
る
空
き
家
予
防

点
検
：
雨
漏
り
、
シ
ロ
ア
リ
、
基
礎

の
ひ
び
割
れ
チ
ェ
ッ
ク

片
付
け
：
終
活
の
一
環
と
し
て
、
少

し
ず
つ
不
要
な
家
財
を
整
理

価
値
の
維
持
：
放
置
す
れ
ば
修
繕
費

は
高
額
に
な
り
ま
す
。
事
前
の
手
入

れ
が
、
将
来
の
売
却
や
活
用
の
可
能

性
を
広
げ
ま
す

③
手
放
す
準
備
（
相
続
登
記
と
権
利

関
係
の
整
理
）

　
誰
の
土
地
・
建
物
な
の
か
が
曖
昧

だ
と
、
い
ざ
活
用
し
よ
う
と
し
て
も

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
相
続
登
記
が
済
ん
で
い
る
か
を
確

認
す
る
と
と
も
に
権
利
関
係
の
整
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

企
画
空
港
政
策
課
都
市
計
画
係
☎
77
‐
３
９
０
９

問

■
共
済
見
舞
金

【
死
亡
】　
１
５
０
万
円

【
傷
害
】　
２
万
〜
50
万
円

【
身
体
障
害
１
級
ま
た
は
２
級
】

障
害
見
舞
金
の
ほ
か
50
万
円

【
交
通
遺
児
】　
１
人
に
つ
き
10
万
円

■
加
入
対
象
者

・
芝
山
町
に
住
所
登
録
し
て
い
る
方

・
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
で
芝
山
町

　
に
住
所
登
録
し
て
い
る
住
民
に
扶

　
養
さ
れ
て
い
る
方

※
学
校
な
ど
で
加
入
す
る
集
団
会
員

　
と
の
重
複
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

①
車
両
に
よ
る
交
通
事
故
で
、
自
動

　
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
通

　
事
故
証
明
書
（
原
則
と
し
て
人
身

　
事
故
扱
い
）
が
発
行
さ
れ
た
も
の

②
電
車
な
ど
の
運
行
に
よ
る
事
故
で
、

　
警
察
署
ま
た
は
駅
長
な
ど
現
場
の

　
責
任
を
有
す
る
者
が
事
故
の
事
実

　
を
証
明
し
た
も
の

③
車
両
の
交
通
に
よ
る
事
故
（
①
の

　
場
合
を
除
く
）
で
、
自
賠
責
保
険

　
が
支
払
わ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
救

　
交
通
災
害
共
済
は
、利
益
を
目
的
と
し
な
い
住
民
相
互
の
共
済
制
度
で
、

公
共
団
体
が
運
営
し
て
い
る
安
心
な
制
度
で
す
。

交
通
災
害
共
済

万
が
一
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

総
務
課
自
治
振
興
係
☎
77
‐
３
９
０
３

問
　
急
車
な
ど
の
搬
送
証
明
書
が
得
ら

　
れ
る
も
の
（
見
舞
金
の
限
度
額
3

　
万
円
）

※
会
員
の
無
免
許
運
転
、
酒
気
帯
び

　
運
転
な
ど
の
故
意
ま
た
は
重
大
な

　
過
失
、
地
震
や
そ
の
他
の
異
変
、

　
再
発
や
後
遺
症
な
ど
見
舞
金
が
支

　
払
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
一
般
受
付

【
申
込
期
限
】
8
月
31
日
㈪
ま
で

【
共
済
期
間
】
1
年
間

（
9
月
1
日
〜
令
和
９
年
8
月
31
日
）

【
会
費
】　
年
会
費　
一
人
７
０
０
円

■
随
時
受
付

【
申
込
期
間
】
9
月
1
日
㈫
〜

【
共
済
期
間
】　
加
入
日
の
翌
日
〜

令
和
９
年
8
月
31
日
ま
で

【
会
費
】加
入
時
期
に
よ
っ
て
変
動

■
申
込
み

　
自
治
振
興
係
の
窓
口
に
あ
る
申
請

書
を
ご
記
入
の
上
、
会
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成

18
歳
に
な
る
年
度
の
3
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
（
障
害
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
と
児
童
を
監
護
、

養
育
す
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
父
母
ま

た
は
養
育
者
の
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

■
年
度
更
新
申
請
に
つ
い
て

　
受
給
資
格
者
の
認
定
期
限
は
申
請

日
か
ら
翌
年
10
月
31
日
ま
で
と
な
って

お
り
、11
月
1
日
以
降
の
資
格
を
得

る
に
は
毎
年
受
給
資
格
の
更
新
申
請

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
受
給
資
格
の
該
当
者
で
あ

り
な
が
ら
、
現
在
は
所
得
制
限
な
ど

に
よ
り
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
、

令
和
７
年
の
所
得
に
よ
り
受
給
対
象

者
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
た
め
て
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
申
請
後
に
審
査
を
行
い
、
受
給
資

　
格
が
認
定
さ
れ
た
方
に
は
10
月
下

　
旬
に
受
給
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
の
受
給
資
格
者
と
な
っ
て
い

る
方
の
認
定
期
限
は
10
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
、
11
月
以
降
の
受
給
資
格

を
得
る
に
は
、
年
度
更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
事
業

年
度
更
新
の
資
格
申
請
が
必
要
で
す

■
提
出
書
類

　
対
象
の
方
に
は
、
7
月
下
旬
に
案

内
を
送
付
し
ま
し
た
。
（
児
童
扶
養

手
当
の
現
況
届
と
同
封
）

　
各
家
庭
の
状
況
に
よ
り
添
付
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・
受
給
者
お
よ
び
同
居
し
て
い
る
親

族
（
扶
養
義
務
者
）
の
令
和
７
年
分

の
所
得
税
確
定
申
告
や
市
町
村
民
税

申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
所
得

の
審
査
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
速
や

か
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
告
後
、
所
得
額
な
ど
が
確
定
し

　
た
後
に
受
給
券
を
交
付
し
ま
す
。

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

　
と
な
る
中
学
3
年
生
ま
で
の
児
童
に

　
は
、受
給
券
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　
８
月
３
日
㈪
〜
11
月
２
日
㈪

■
提
出
先

子
育
て
支
援
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

こ
ど
も
保
健
課
子
育
て
支
援
係
☎
77
‐
１
８
９
７

問

入札結果 　 財政課 契約管財係 ☎77‐3907問

開札月日 入札手法 工事（業務委託・
物品）の名称

工事（業務委託・
物品納入）の箇所

落札価格(円)
（税抜） 請負額(円) 契約の

相手方

6月4日 指名競争入札

香山新田５－２地先配水管
布設工事 芝山町香山新田５－２地先 62,150,000 68,365,000 萩原土建株式会社

岩山２２４９－１７地先配水管布設
工事に係る実施設計業務委託 芝山町岩山２２４９－１７地先 5,490,000 6,039,000 白井企画株式会社

管路整備計画及び管網解析
業務委託

芝山町給水区域内 17,550,000 19,305,000 結設計株式会社

6月15日

制限付一般
競争入札

教職員用校務端末及び
ネットワーク機器等賃貸借

芝山町新井田63番地　芝山小学校
芝山町高田239番地の1　芝山中学校
芝山町小池973番地　芝山町教育委員会

81,174,000 89,291,400
ＦＬＣＳ株式会社

千葉支店

防災行政無線屋外子局
更新等工事

はにわ台団地公園
川津場三和集会所
バルールド成田第１公園

25,450,000 27,995,000
三信電気株式会社
ソリューション営業本部

指名競争入札
町道3BL-0095号線道路改良
工事（付帯工事）（下水管及び
畑用水管布設替え工事）

芝山町新井田地内 27,280,000 30,008,000 萩原土建株式会社
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■
受
給
券
の
更
新
に
つ
い
て

8
月
1
日
以
降
か
ら
使
用
で
き
る

受
給
券
は
、
自
動
更
新
に
よ
り
7
月

下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

※
受
給
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

　
子
育
て
支
援
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

※
大
学
生
年
代
（
18
歳
年
度
未
到
達

　
以
降
）
の
方
へ
は
受
給
券
の
交
付

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
償
還
払
い
の
み

　
の
助
成
と
な
り
ま
す

■
注
意
事
項

・
令
和
7
年
中
の
収
入
や
所
得
に
関

　
す
る
申
告
（
確
定
申
告
、
住
民
税

　
申
告
ま
た
は
年
末
調
整
な
ど
）
が

　
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
新
し
い
受

　
給
券
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
速
や
か
に
申
告
の
手
続
き
を
済
ま

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
令
和
8
年
1
月
1
日
以
降
に
転
入

　
さ
れ
た
方
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

　
よ
る
所
得
照
会
が
で
き
な
い
方
は
、

　
場
合
に
よ
り
必
要
な
書
類
の
提
出

　
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
・
学
生
等
医
療
費
助
成
受
給
券
は
毎
年
8
月
1
日
に
更
新
と
な

り
ま
す
。
新
し
い
受
給
券
を
7
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 子

ど
も・
学
生
等
医
療
費
助
成
制
度

受
給
券
の
更
新
に
つ
い
て

■
登
録
事
項
の
変
更
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
住
所
、
氏
名
、
加
入
健

康
保
険
や
保
護
者
な
ど
の
登
録
事
項

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。
子
育
て
支
援
係
に
て
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
芝
山
町
か
ら
転
出
す
る
際

は
、
受
給
券
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

■
償
還
払
い
に
つ
い
て

　
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
な

ど
、
受
給
券
を
使
用
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
償
還
払
い
に
よ
り
助
成
し
ま

す
。
必
要
書
類
を
子
育
て
支
援
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

・
申
請
書

・
領
収
書
の
原
本
（
医
療
費
の
明
細

　
が
分
か
る
も
の
）

・
保
護
者
の
口
座
が
分
か
る
も
の（
通

　
帳
や
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

■
月
額
上
限
制
度
に
つ
い
て

　
同
一
医
療
機
関
に
お
け
る
同
一
月

の
受
診
は
、入
院
11
日
、通
院
6
回
以

降
は
自
己
負
担
額
0
円
と
な
り
ま
す
。

こ
ど
も
保
健
課
子
育
て
支
援
係
☎
77
‐
１
８
９
７

問

　
受
給
券
を
使
用
し
て
受
診
し
た
場

合
は
、
自
動
的
に
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
申
請
は
不
要
で
す
。

　

県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
な

ど
受
給
券
を
使
用
し
な
か
っ
た
場
合

は
償
還
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、当
該

医
療
機
関
の
1
ヶ
月
分
の
全
て
の
領

収
書
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
と
通
院
は
別
々
に
カ
ウ
ン
ト

し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
方
が
、

千
葉
県
内
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
医
療
費
助
成
受
給
者
証
と
し
て
も

利
用
で
き
る
医
療
機
関
・
薬
局
な
ど

を
受
診
す
る
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
１
枚
で
子
ど
も
（
学
生
）
医

療
の
受
給
者
証
と
し
て
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
現
在
は
先
行
実
施
期
間

中
の
た
め
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
で

利
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
は

必
ず
紙
の
受
給
券
も
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
利
用
で
き
る
医
療
機
関
な
ど
は
、

町
や
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲町ホームページ
　（PMH）

　
６
月
２
日
、芝
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

お
い
て
第
44
回
芝
山
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
者<

敬
称
略>

ネ
ッ
ト
の
部　
萩
原　
邦
男

グ
ロ
ス
の
部　
池
田　
陽
翔

シ
ニ
ア
の
部　
萩
原　
邦
男

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　
秋
葉　
節
子

　
ま
た
、大
会
当
日
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
と
し
て
会
場
に
募
金
箱
が
設

置
さ
れ
、寄
せ
ら
れ
た
募
金
４
８
，

７
５
５
円
は
、後
日
、町
ゴ
ル
フ
部
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

第
44
回
芝
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
77
‐
１
８
６
１

問

▲写真左から池田陽翔さん、秋葉
　節子さん、萩原邦男さん

▲岩内部長（写真左）から
　大槻会長へ手渡し
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■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、18
歳
に
達
す
る
年
度
の
3
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童（
児
童
の
心
身

に一定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
）を
監
護
、養
育
す
る
ひ
と
り
親
世

帯
の
父
母
、ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
･
所
得
状

況
届
と
は

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
所
得
状

況
や
世
帯
員
の
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
の
届
け
出
で
、所
得
超
過
に
よ

り
手
当
が
支
給
停
止
に
な
って
い
る
方

も
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

11
月
分
以
降
、引
き
続
き
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。　

　
ま
た
、2
年
以
上
現
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
、時
効
に
よ
り
支
払
い
を

受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
令
和
８
年
7
〜
9
月
の
間
に
新
規

　
で
認
定
請
求
を
し
た
方
は
、現
況

　

届
に
代
え
て
所
得
状
況
届
の
提
出

　
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
提
出
書
類

　
対
象
の
方
に
は
、7
月
下
旬
に
提
出

書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。各
家
庭
の

状
況
に
よ
り
添
付
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、現
況
届
の
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・
受
給
者
お
よ
び
同
居
し
て
い
る
親

　
族（
扶
養
義
務
者
）の
令
和
７
年
分

　
の
所
得
税
確
定
申
告
や
市
町
村
民

　
税
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、所

　
得
の
審
査
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、速

　
や
か
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
住
所
や
氏
名
、振
込
先
口
座
の
変

　

更
が
あ
っ
た
場
合
は
別
途
届
け
出

　
が
必
要
で
す
。

・
受
給
者
が
所
得
の
高
い
扶
養
義
務

　

者
と
同
居
ま
た
は
別
居
す
る
よ
う

　
に
な
っ
た
と
き
や
公
的
年
金
給
付

　

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

　

き
は
、手
当
の一部
ま
た
は
全
部
の

　

支
給
が
停
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、速
や
か
に
届
け
出
を
お

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
8
月
31
日
㈪
ま
で

に
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

こ
ど
も
保
健
課
子
育
て
支
援
係
☎
77
‐
１
８
９
７

問

　
願
い
し
ま
す
。

※
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、手
当
を

　

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

・
受
給
者
が
婚
姻
し
た（
事
実
婚
を

　

含
む
）、児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ

　
た
な
ど
、受
給
資
格
が
な
く
な
っ
て

　
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
届
け
出
を
し

　
な
か
っ
た
場
合
、手
当
の
不
正
受
給

　
と
な
り
、手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

8
月
３
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈪

■
提
出
窓
口　
子
育
て
支
援
係

・
対
象
月

8
月
期
分（
6・7
月
分
）

・
支
給
日

8
月
10
日
㈪

※
令
和
7
年
4
月
支
払
い
分
よ
り
支

　

給
日
が
11
日（
休
日
の
場
合
は
前

　
営
業
日
）に
変
更
と
な
って
い
ま
す
。

※
支
払
通
知
書
の
送
付
は
廃
止
と
な

　
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
保
健
課
子
育
て
支
援
係

☎
77
‐
１
８
９
７

問

児
童
手
当
の

支
給
日
に
つ
い
て

　
山
田
地
区
の
ゴ
ル
フ
場
沿
い
の
道

路
脇
に
あ
る
清
瀧
弁
財
天
の
社
殿
が

寄
付
さ
れ
、
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
清
瀧
」
と
は
都
か
ら
当
地
へ
嫁

い
だ
清
瀧
姫
の
こ
と
で
、
そ
の
由
来

は
『
山
室
譜
伝
記
』
と
い
う
書
物
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
山

田
村
の
孫
三
郎
は
平
安
京
造
営
の
た

め
都
へ
赴
い
た
際
に
清
瀧
姫
と
恋
に

落
ち
、
和
歌
を
交
わ
し
て
夫
婦
と
な

り
、
と
も
に
山
田
村
へ
帰
り
ま
し
た
。

そ
の
姫
を
祭
っ
た
の
が
清
瀧
弁
財
天

で
す
。

　
そ
の
後
、
成
田
空
港
や
ゴ
ル
フ
場

の
建
設
に
伴
い
、
清
瀧
弁
財
天
は
現

在
地
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。
社
殿
は
老

朽
化
し
ま
し
た
が
、
山
田
地
区
に
倉

庫
を
持
つ
株
式
会
社
青
葉
の
川
村
正

さ
ん
が
再
建
を
申
し
出
て
寄
贈
。
令

和
7
年
12
月
9
日
に
新
し
い
社
殿
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
地
区
・
清
瀧
弁
財
天

社
殿
が
新
し
く
な
り
ま
し
た▲寄贈された清瀧弁財天

※
支
払
通
知
書
の
送
付
は
廃
止
と
な
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■
予
約
相
談
の
メ
リ
ッ
ト

・
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
相
談
で
き
ま
す
。

・
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が

　
事
前
に
準
備
の
う
え
丁
寧
に
対
応

　
し
ま
す
。

※
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、
時
間
通

　
り
に
案
内
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

■
受
付

　
予
約
相
談
希
望
の
1
か
月
前
か
ら

前
日
ま
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
や
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
な
ど
）
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
専
用
電
話

☎
 ０
５
７
０-

０
５-

４
８
９
０

・
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

☎ （
東
京
）０
３-

６
６
３
１-

７
５
１
２

※
受
付
時
間
は
平
日
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
で
す
。

※
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事
務
所
・
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
で
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、
予
約
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
待
ち
時
間
の
少
な
い
予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

年
金
は
予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
電
話
で
の
相
談
窓
口

　
年
金
相
談
に
関
す
る
一
般
的
な
お

問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
の
番
号
に
お

か
け
く
だ
さ
い

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
 ０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

■
営
業
時
間
内
に
相
談
で
き
な
い
場
合

　
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
相
談
チ
ャ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
（
24
時
間
自
動
対
応
）

■
年
金
事
務
所
な
ど
の
混
雑
時
期

混
雑
す
る
月

2
月
、
3
月
、
4
月
、
6
月
、
10
月

混
雑
す
る
曜
日

月
曜
日
、
水
曜
日
、
木
曜
日
、
第
二

土
曜
日

町
民
税
務
課
国
保
年
金
係
☎
77
‐
３
９
１
2

問

■
区
長
の
皆
様
へ

10
月
１
日
㈭
か
ら
、
広
報
紙
と
回

覧
文
書
は
、
町
職
員
ま
た
は
関
係
機

関
の
職
員
が
区
長
宅
へ
直
接
お
届
け

し
ま
す
。
お
届
け
し
た
広
報
紙
は
区

内
各
世
帯
へ
配
布
し
、
回
覧
文
書
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
区
内
で
回
覧
し

て
い
た
だ
き
ま
う
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
町
民
の
皆
様
へ

　
こ
の
変
更
に
伴
い
、
自
治
会
に
加

入
し
て
い
る
方
へ
の
町
か
ら
の
個
別

送
付
は
、
令
和
８
年
９
月
号
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
10
月
号
以
降
は
、

自
治
会
を
通
じ
て
回
覧
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

　
一
方
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な

い
方
で
、
10
月
号
以
降
も
広
報
紙
の

送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、
現

在
、
広
報
紙
が
個
別
に
送
付
さ
れ
て

い
る
方
も
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
は
、
自
動
的
に
継
続
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
令
和
８
年
10
月
号
か
ら
、「
広
報
し
ば
や
ま
」
は
、
自
治
会
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
に
は
、
各
区
長
を
通
じ
て
回
覧
で
配
布
し
ま
す
。

自
治
会
へ
未
加
入
の
方
は

広
報
紙
の
継
続
申
込
み
が
必
要
で
す

引
き
続
き
送
付
を
希
望
す
る
方

は
、
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
が
必
要
な
方

　
自
治
会
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、
令

和
８
年
10
月
号
以
降
も
「
広
報
し
ば

や
ま
」
の
個
別
送
付
を
希
望
す
る
方

・
申
込
み
方
法

　
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事

項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
は
、原
則
と
し
て
翌
月

　

号
か
ら
送
付
し
ま
す
。た
だ
し
、申

　
込
日
が
20
日
以
降
の
場
合
は
、翌
々

　
月
号
か
ら
の
送
付
と
な
り
ま
す
。

10
月
号
の
個
別
送
付
は
、
８
月
１

日
㈯
〜
９
月
20
日
㈰
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

☆
自
治
会
に
未
加
入
の
方
は
こ
ち
ら

　
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総
務
課
情
報
公
聴
係
☎
77
‐
３
９
２
１

問
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精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額(

令
和
８
年
４
月
以
降)

　
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
次
の
と

お
り
支
給
額
が
決
定
し
ま
す
。

【
１
級
】
５
８
，４
５
０
円
／
月

【
２
級
】
３
８
，９
３
０
円
／
月

※
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

　
れ
、
原
則
と
し
て
年
3
回
、
指
定

　
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

・
支
給
の
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

　
は
お
お
む
ね
中
度
で
す
が
、
ケ
ー

　
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
所
得
制
限
が
あ
り
、
限
度
額
を
超

　
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
は
、
所

　
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
提
出
書
類
の
案
内
（
８
月
上
旬
に

　
送
付
）
を
確
認
の
上
、
9
月
11
日

　
㈮
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
各
種
手
当
の

支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

福
祉
関
係
の
各
種
手
当

障
害
を
事
由
と
し
た
手
当
の
ご
案
内

福
祉
課
福
祉
係
☎
77
‐
３
９
１
４

問

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
な
介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の

在
宅
障
害
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
重
度
の
障
害
が
二
つ
以
上
あ
る
方

②
重
度
の
障
害
が
一
つ
あ
り
、
他
の

　
障
害
が
二
つ
以
上
あ
る
方

③
重
度
の
障
害
が
一
つ
あ
り
、
そ
の

　
障
害
の
た
め
日
常
生
活
で
常
時
特

　
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時

介
護
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
在
宅
障

害
児
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
重
度
の
障
害
が
一
つ
以
上
あ
る
方

②
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
合
併

　
障
害
の
あ
る
方

※
前
記
の
対
象
要
件
は
参
考
と
し
て

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額(

令
和
８
年
4
月
以
降)

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　
３
０
，４
５
０
円
／
月

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
１
６
，５
６
０
円
／
月

※
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

　
れ
、
原
則
と
し
て
年
4
回
、
支
給

　
月
の
前
月
ま
で
の
手
当
が
指
定
口

　
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

・
所
得
制
限
が
あ
り
、
限
度
額
を
超

　
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
は
、
所

　
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
提
出
書
類
の
案
内
（
８
月
上
旬
に

　
送
付
）
を
確
認
の
上
、
9
月
11
日

　
㈮
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
在
宅
で
生
活
す
る
20
歳
以
上
の
重

度
知
的
障
害
者
お
よ
び
ね
た
き
り
身

体
障
害
者
の
方
本
人
も
し
く
は
、
そ

の
介
護
人
へ
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

【
在
宅
重
度
知
的
障
害
者
】

　
満
20
歳
以
上
の
在
宅
者
で
療
育
手

帳
の
程
度
が
Ⓐ
、
Ⓐ
の
1
、
Ⓐ
の
2
、

Ａ
の
1
、
Ａ
の
2
と
判
定
さ
れ
る
障

害
者
お
よ
び
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

長
の
発
行
す
る
判
定
書
に
お
い
て
重

度
と
判
定
さ
れ
た
方

【
ね
た
き
り
身
体
障
害
者
】

　
居
宅
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
６
カ

月
以
上
ね
た
き
り
で
、
入
浴
や
食
事
、

排
便
な
ど
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
に

人
手
を
要
す
る
満
20
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方

【
介
護
人
】

　
前
記
に
該
当
す
る
障
害
者
と
同
居

し
、
現
に
日
常
生
活
上
必
要
な
介
護

を
し
て
い
る
家
族
の
一
人

■
支
給
額　
１
２
，６
５
０
円
／
月

※
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

　
れ
、
原
則
年
2
回
、
支
給
月
の
前

　
月
ま
で
の
手
当
が
指
定
口
座
へ
振

　
り
込
ま
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

・
所
得
制
限
が
あ
り
、
限
度
額
を
超

　
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
特
別
障
害
者
手
当
や
国
の
制
度
に

　
よ
る
在
宅
重
度
知
的
障
害
者
福
祉

　
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
、

　
本
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
は
、
所

　
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
提
出
書
類
の
案
内
（
８
月
上
旬
に

　
送
付
）
を
確
認
の
上
、
9
月
30
日

　
㈬
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福
祉
手
当

在
宅
重
度
知
的
障
害
者
お
よ
び

ね
た
き
り
身
体
障
害
者
福
祉
手
当
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　交通安全活動に長年尽力された小
川亮作さんが、山武警察署長及び山
武交通安全協会会長から交通安全功
労者表彰を受賞されました。小川さ
んは、多年にわたり交通安全思想の
普及や交通事故防止活動に積極的に
取り組まれ、地域の交通安全活動の
推進に大きく貢献されました。

多年の交通安全活動に感謝を込めて
総務課 自治振興係 ☎77-3903問

　昭和49年に交通安全指導員として就任して以来、多年にわた
り、交通安全活動に尽力され、交通事故防止と交通秩序の維持に
顕著な功績を挙げられた秋葉律子さんが、関東管区警察局長及び
関東交通安全協会連合会会長から表彰されました。また、長年に
わたり交通安全功労者を支え、交通安全活動の推進に貢献された
配偶者として、秋葉庸さんが関東交通安全協会連合会長感謝状を
授与されました。お二人の長年にわたる交通安全活動へのご貢献
に深く敬意を表します。

　成田市に在住の絵
本作家、「こじま伸
枝」さんより、子育て
支援センターへ絵本
2冊の寄贈を受けま
した。新しい絵本に
目を輝かせ、楽しそ
うにページをめくって
います。
　頂いた絵本は、大
切に活用させていた
だきます。

絵本を寄贈
いただきました

　
令
和
６
年
８
月
に
国
指
定
重
要
文

化
財
と
な
っ
た
殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古

墳
出
土
埴
輪
を
展
示
し
て
い
る
芝
山

古
墳・は
に
わ
博
物
館
、千
葉
県
指
定

有
形
文
化
財・旧
藪
家
住
宅
な
ど
、歴

史・文
化・自
然
が
豊
富
に
あ
る「
ヒ
ス

ト
リ
ー
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
」。今
回
は

奈
良
時
代
創
建
の
古
刹
、芝
山
仁
王

尊
・
観
音
教
寺
で
座
禅
と
護
摩
を
体

験
す
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
９
月
5
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

※
午
前
9
時
30
分
〜
9
時
45
分
の
間

　
に
芝
山
古
墳・は
に
わ
博
物
館
で
受

　
け
付
け
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数

30
名

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
し
ば
や
ま・
体
験
ツ
ア
ー

心
整
う
仏
教
体
験
ツ
ア
ー

■
体
験
内
容　
仏
教
体
験

（
座
禅
45
〜
50
分　
護
摩
30
分
）

■
参
加
費　
１
，０
０
０
円　

■
申
込
方
法　
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
の
申
し
込
み
が
難
し
い
方

は
、ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
活

用
推
進
協
議
会
事
務
局（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
）へ
お
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。氏
名
、住
所
、年

齢
、性
別
、連
絡
先
、小
学
生
以
下
の

参
加
者
が
い
る
場
合
は
保
護
者
の
体

験
参
加
の
有
無
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
８
月
３
日
㈪
〜
19
日
㈬

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
☎
77
‐
１
８
６
１

問

こども保健課
子育て支援係
☎77-1897

問

　
ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
活
用
推
進
協
議
会
主
催
の
仏
教
体
験
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
日
常
生
活
か
ら
離
れ
て
自
分
自
身
と
向
き
合
う
、

ぜ
い
た
く
で
特
別
な
時
間
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▲申込み
　フォーム

▲写真左から麻生町長、秋葉律子さん、秋葉庸さん▲小川亮作さん

▲寄贈された絵本
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こども保健課 保健衛生係 ☎77-1891問

住民健診のご案内

緑色の封筒が届いたら、健診のチャンスです
　住民健診の対象者の方へ、順次受診票をお送りしています。 お手元に届く緑色の封筒には、受診票と
案内文が同封されています。案内文をご確認のうえ、ご予約ください。
　住民健診は、病気の早期発見や生活習慣の見直しにつながり、将来の健康リスクを減らす大切な機会です。
■日程
・福祉センター『やすらぎの里』：9月1日㈫・2日㈬・3日㈭　午前：要予約　午後：予約不要 
・役場南庁舎　　　　　　　　　：9月4日㈮・5日㈯・7日㈪　午前・午後：要予約
■実施内容
・若年健診・特定健診・後期高齢者健診・生活保護受給者健診
・肺がん、結核検診・成人歯科健診・肝炎ウイルス検査
　※各健診の対象者については、広報7月号または町ホームページでご確認ください。
■費用
　若年健診・特定健診　1,000円※その他の健診は無料
■予約期間
　受診票到着後～８月28日㈮　午後5時まで
　予約方法：WEB申し込みまたは電話予約
・一部、予約不要の日時もあります。「予約が面倒」という方は、予約不要の日時をご活用ください。
・予約枠には限りがありますので、お早めにご予約ください。 予約不要枠をご利用の場合、当日の混雑
　状況によっては待ち時間が発生する可能性がありますので、時間に余裕をもってお越しください。

若年健診の受診票発行について
　18歳から39歳の社会保険加入者で会社や学校で健康診査を受ける機会
がなく、若年健診の受診を希望する場合、WEBまたは電話で受診票の発行
申請が必要です。
■申込期間　７月１日㈬～８月28日㈮　午後5時まで

※社会保険に加入されている方で健診について不明な点がある場合は、 
加入している健康保険組合へお問い合わせください。

来年度以降の受診票の送付について
・来年度以降、受診票の送付を
　希望されない方は、緑色の封
　筒に記載の二次元コードから
　お知らせください。 
・今年度、健（検）診を受診され
　ないと、来年度以降、受診票
　が発送されない場合がありま
　す。
■問合せ
　保健衛生係　☎ 77-1891

▲mila-e 予約サービス

▲受診票発行申請用
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２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
の
量
（
骨

密
度
）
が
減
り
、
骨
が
も
ろ
く
な
る

病
気
で
す
。
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
進
行
し
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
は
高
齢
者
の
病

気
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
若
い

う
ち
か
ら
の
生
活
習
慣
が
将
来
の
骨

の
健
康
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
特

に
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
不

足
、
偏
っ
た
食
生
活
は
骨
密
度
の
低

下
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
年
期
以
降
は
加
齢
や
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
り
骨
量
が
減

少
し
や
す
く
な
る
た
め
、
定
期
的
な

確
認
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
骨
密
度
を
測
定
し
、

ご
自
身
の
骨
の
健
康
状
態
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
程　
10
月
１
日
㈭
、
２
日
㈮

■
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
女
性

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
の

ご
案
内

　
お
子
さ
ん
の
「
歯
や
口
の
健
康
」

の
た
め
に
芝
山
町
で
は
、
２
歳
児
歯

科
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
歳
半
の
頃
は
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
い
、

む
し
歯
に
な
る
確
率
が
高
ま
っ
て
く

る
時
期
で
す
。
乳
歯
の
む
し
歯
は
進

行
が
早
く
、
悪
化
す
る
ま
で
に
気
づ

き
に
く
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者　
令
和
５
年
11
月
生
〜
令

和
６
年
１
月
生　

※
対
象
の
お
子
さ
ん
に
は
個
別
に
通

　
知
を
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　
８
月
24
日
㈪

■
時
間
案
内
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
身
体
計
測
、
歯
科
診
察
、

育
児
・
栄
養
・
歯
科
相
談
、
フ
ッ
素

塗
布
（
希
望
者
）

保健センターからの
お知らせ

保健センター ☎77-1891

（
令
和
９
年
３
月
31
日
時
点
）

左
記
の
方
は
対
象
外

・
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ
れ
た
方

・
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
や
妊
娠

　
中
の
方

■
料
金　
４
０
０
円

（
75
歳
以
上
の
方
は
２
０
０
円
）

■
申
込
み
方
法　
過
去
２
年
以
内
に

受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
８
月
中
旬
に

問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
検
診
日
時
の

変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
度
以
降
受
診
を
し
て
お

ら
ず
、今
年
度
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、電
話
ま
た
は
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
よ
り
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
み
期
間

８
月
12
日
㈬
〜
９
月
14
日
㈪

☆
微
量
の
エ
ッ
ク
ス
線
を
使
用
し
、

　
前
腕
部
の
骨
密
度
を
測
定
し
ま
す
。

　
腕
を
機
械
に
乗
せ
て
２
〜
３
分
で

　
終
了
し
ま
す
。
結
果
は
す
ぐ
に
そ

　
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

☆
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
診
さ
れ

　
た
方
は
令
和
８
年
10
月
29
日
㈭
開

　
催
の
「
骨
粗
事
後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
教
室
」
に
参
加
で
き
ま
す
。

▲mila-e
予約サービス

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、認
知
症
の
人

を
そ
っ
と
見
守
る
応
援
者
で
す
。
認

知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の

応
援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
1
人
で
も
増
や
し
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ

く
る
た
め
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。
興
味
が

あ
る
方
は
、
一
度
お
話
を
聞
き
に
き

ま
せ
ん
か
？

■
日
時

9
月
17
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付　
午
前
９
時
30
分
〜
）

■
場
所　
役
場
南
庁
舎
１
階
研
修
室

■
対
象　
町
内
在
住
者
、
在
勤
者

■
内
容　
認
知
症
に
関
す
る
基
礎
知

識
や
認
知
症
の
方
と
の
接
し
方

■
申
込
み
方
法

9
月
10
日
㈭
ま
で

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
ま
た
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
９
２
５

問

▲申込みフォーム
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子育て支援センター 講座

お知らせ

【一時保育のお知らせ】
一時保育のご登録は随時受け付けています。詳細につい
ては、子育て支援センターにお問い合わせください。

お誕生日を迎えるお子さんのお祝いをします。誕生カードの配布
や支援員による催し物もあります。お子さんの成長を喜びあい、
みんなで楽しい時間を過ごしましょう♪

お子さんの手形や足形を使って製作をします。
9月のテーマ【 おべんとう 】

9月1日㈫・2日㈬

①午前9時～10時30分 ②午前10時30分～正午 ③午後1時～3時30分

8月31日㈪ 午前10時30分～11時

［参加対象］
　子育て支援センターを利用する親子
［開設時間］
　（平日）午前９時～午後４時 ※正午～午後１時はお休みします。
［開設場所］
　子育て支援センター『はぐ～ん』（保健センター隣）
［問 合 せ］
　子育て支援センター  ☎７７－３９３０

要予約

要予約

※予約多数の場合は、キャンセル待ちとなります。

※予約状況によっては、希望時間に予約ができないことがあります。

絵本の読み聞かせやふれあい遊びを通して、お子さんの想像
力や感性の育ち、言語能力の発達など、お子さんの成長を親
子で楽しみませんか。

8月27日㈭ 午後３時30分～4時

楽しく音楽であそぼう！
夏祭りリトミック

8月17日㈪　受付　午前10時～10時15分
開催　午前10時15分～11時15分　(先着1０組)

０歳～幼児さんもみんな一緒にリトミック！夏祭りバージョンのリトミ
ックを行います。音楽に合わせて身体を動かし、楽しく遊びましょう♪
どんなことをするのかは当日のお楽しみ。ぜひご参加ください。

天候や気温に応じて、水遊びを実施いたします。
ご利用の際は、帽子、タオル、着替え、水分補給できるもの、
水着・水遊びパンツのご用意をお願いします。
詳細は子育て支援センターにお問合せください。

お誕生会

講師：横山 匠　先生

８月下旬・９月上旬の保健事業　　  教室・講座・健診など
問合せ・会場　保健センター ☎  77-1891（★印は要申込）
月 日 事業名 時間 要申込

8月

24日㈪ 2歳児歯科健診査
（対象者　令和5年11月～令和6年1月生まれの幼児） 午後1時～3時 ★

26日㈬ ことばの相談
①午前10時10分
②午前11時10分
③午後1時10分

★

28日㈮ すくすく歯ッピー講座
（対象者　10か月児～12か月児と保護者） 午後1時30分～3時 ★

9月

1日㈫

住民健診
（福祉センター）

午前9時～11時30分
午後1時～3時
※午後は予約不要

★2日㈬

3日㈭

4日㈮

住民健診
（役場南庁舎）

午前9時～11時30分
午後1時～3時 ★5日㈯

7日㈪

8日㈫ すこやか赤ちゃん相談 午前9時45分～11時45分

9日㈬ ことばの相談
①午前10時10分
②午前11時10分
③午後1時10分

★
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21 2026. ８月号 20広報しばやま 

「広報しばやま」がスマートフォンなどで簡単に見られます！（バックナンバーも閲覧可能）
　※一部の端末にてご利用いただけない場合がございます。
　　詳しくはマチイロのサービスサイトにてご確認ください。

参加者募集

「救急フェア山武２０２６」
　９月９日の「救急の日」を含む１週間（９
月６日㈰～12日㈯まで）は「救急医療週
間」です。
　山武地域医療協議会では、救急医療
及び救急業務に対する皆様の正しい理
解と認識を深めるとともに、救急医療関
係者の意識の高揚を図るため、次の行事
を実施します。
日時　９月６日㈰　午後１時～午後３時
場所　東金ショッピングセンター「サン
ピア」１階ステージコート
内容
①救急処置実演（心肺蘇生法実演）
②日常応急処置実演（東金市赤十字奉仕団）
③救急車適正利用コーナー
④ＡＥＤ展示及び体験コーナー
⑤住宅用火災警報器設置促進コーナー
⑥まちの保健室（看護協会山武地区部会）
⑦子ども用記念写真撮影コーナー
⑧ノベルティグッズ配布
⑨救急自動車及び消防自動車展示（屋外）
⑩山武郡市広域行政組合消防本部にお
いて上級救命講習会（公募型30名）
問合せ
山武郡市広域行政組合消防本部警防課
☎ ０４７５－５２－８７５２
小・中学生の先生募集

講師等登録説明会開催
日時・場所　９月５日㈯
①東金・岬会場

（受付）午前９時～9時20分
（説明会）午前９時20分 
（面接）説明会実施後～正午
②東上総会場 
（受付）午前８時～８時20分
（説明会）午前８時20分～
（面接）説明会実施後～午前11時
対象者
・新規で臨時的任用職員（教諭、講師、
養護教諭、事務職員、栄養職員）または、
会計年度任用職員（教諭・スクールサ
ポートスタッフなど）として学校職員を希
望している方
・東上総教育事務所管内（千葉県：山
武・長生・夷隅地区）へ勤務可能な方
対象市町村　東金市、山武市、大網白
里市、九十九里町、横芝光町、芝山町、
茂原市、一宮町、白子町、長柄町、長南
町、睦沢町、長生村、勝浦市、いすみ市、
大多喜町、御宿町
会場
・東金市役所　４階会議室
・岬公民館（いすみ市）　２階研修室
・東上総教育事務所　１階研修室
詳細については、
東上総教育事務所HP
からご確認ください。
※登録はいつでも可能です。学校での
勤務を希望の方は、下記の問い合わせ
先に電話してください。
問合せ　千葉県教育庁　東上総教育事
務所　管理課　☎ 0475-23-2848



広告

お知らせ
開催のお知らせ

公募型上級救命講習会
　大切な人の命を守るため、応急手当
を身につけましょう。山武郡市広域行
政組合消防本部では、上級救命講習
（公募型）を開催しております。
　この講習会は、ＡＥＤを使用した心
肺蘇生法（成人・小児・乳児）を中心
に、傷病者の管理方法、異物除去法、
搬送法及び固定法などの応急手当の知
識・技術を習得するものです。
開催日時　午前９時～午後５時
申込期間　８月３日㈪～２８日㈮
講習場所　山武郡市広域行政組合消防
本部 ３階講堂（東金市家徳384番地２）
対象　山武郡市広域行政組合消防本部
管内に在勤または在住で13歳以上の方
先着30名
申込み 山武郡市広域行政組合消防本部
警防課救急係　☎ 0475-52-8752

（平日午前９時～午後５時）
ＦＡＸ：0475-55-0131
　当消防本部ホームページ内の【メー
ルでの問い合わせ】からも申し込み可
能となります。申し込み時の伝達必要
事項は、住所、氏名、生年月日、連絡
先電話番号となります。
　当日は、運動のしやすい服装でお願
いします。筆記用具、昼食、修了証の
郵送用封筒（宛先記入の上、110円切
手貼付）をご用意ください。
開催のお知らせ

全国一斉子どものための養育費相談会
　千葉青年司法書士協議会は全国青年
司法書士協議会と共催で、養育費に関
する電話相談会を開催します。養育費
に関して、令和8年4月１日に大きな変
更がなされました。養育費でお悩みの
方、ぜひご相談ください。
日時　９月５日㈯

午前10時～午後9時まで
☎ 0120-567-301(フリーダイヤル）
相談無料、秘密厳守、予約不要
担当　小笠原　弘之
問合せ　☎ 047-721-8450
未来のごみ箱を募集

第21回夏休みエコ絵画コンクール開催
　千葉県の豊かな自然を守るためにど
のようごみ箱があったらいいか」、
「ごみ箱をどうしたいか」など自由に
描いた絵画作品を募集します。規格は
8つ切サイズの画用紙で、１人１作品
になります。
募集期限
9月11日㈮必着
※詳しくは、公式HP
をご確認ください。

広告

21 2026. ８月号 20広報しばやま 

くらしの広場

空き家をそのままにしないで！ 
空き家は放置せずに、「仕舞う（除却）」「活かす（活用）」を今から考えませんか？
『空き家・空き地バンク』～登録受付中～　詳細はこちらから（芝山町ホームページへ）



8 月の無料相談　　  お気軽にご相談ください
相談内容 日時 場所 問合せ

ふくし駆け込みテレホン 月～金曜日
午前9時～午後5時 (電話での相談になります） 社会福祉協議会　☎78-0526

弁護士無料法律相談
　　※要予約

8月25日㈫
午後1時30分～3時30分 福祉センター 社会福祉協議会　☎78-0526

人権・行政相談 8月12日㈬
午後1時30分～3時30分 福祉センター 役場総務課　☎77-3901

相続・登記・法律の相談     
※要予約（6日まで）

8月8日㈯
午後１時～５時

旭市海上公民館
（千葉司法書士会八日市場支部の相談です）

司法書士　加瀬事務所
☎0479-73-2654

税理士による無料相談
※要予約（平日午前９時～正午）

8月5日㈬、19日㈬
午前10時～午後3時

東金商工会館
（税務支援センターの税理士による相談です）

千葉県税理士会東金支部(東金商工会館内) 
☎0475-50-6322

ちば北総地域若者サポート
ステーション無料相談会
　　※要予約

8月14日㈮
午後1時～5時

福祉センター
(若者の就労支援の相談会です）

千葉北総地域若者サポートステーション
☎0476-24-7880

暮らしのお悩み相談会
　　※要予約

8月7日㈮、9月4日㈮
①午後1時30分～、②午後2
時20分～、③午後3時～

8月7日㈮
役場　南庁舎1階
ミーティングルーム

9月4日㈮
役場　南庁舎2階
第２会議室

中核地域生活支援相談支援センターさんネット
さんぶ生活相談センターリンクサポート
☎0475-77-7531・7532

くらしの広場

8月のごみを出す日
▶可燃ごみ（毎週火・金曜）
▶資源／不燃／有害ごみ（月曜日）
　８月３日、17日 ※回収が終わるま
で数日かかることがあります。
▶粗大ごみの自宅回収(毎月2回、金曜日)
　８月７日、21日 ※前日までに電話
で予約をし、該当の粗大ごみにステッ
カーを貼ってください。
▶持込み（平日・毎月第２日曜日）
 　８月９日 直接持込みの事前予約方
法は以下の表のとおりです。
※予約がない場合は搬入できません。
▶事前予約方法

▶可燃ごみ収集袋に使用できます
　レジ袋などのプラスチックごみの削
減を目的に、可燃ごみ収集袋として使
用できるレジ袋を協力店舗にて販売し
ています。販売価格は１枚30円(可燃
ごみ袋小と同等サイズ22Ｌ)です。
問合せ　山武郡市環境衛生組合
　　　　☎86-3516

▶犯罪集団トクリュウについて!!
　トクリュウとは、SNSを通じて離合集散
を繰り返す匿名・流動型の新型犯罪グ
ループで、地域の治安悪化につながる
危険な犯罪集団です。
犯罪手口　トクリュウは多岐にわたる犯
罪に関与しています。2025年のトクリュ
ウ方犯罪の摘発人数は、全国で12,178
人に達しています。
　詐欺・薬物犯罪・犯罪収益移転防止
法事犯・犯罪インフラ犯・風営適正化法
違反事犯、売春防止法違反事犯・闇バイ
ト関係（強盗や窃盗の実行犯）SNS上で
「高額・即日現金・書類を受け取るだけ」
といった募集を行い、特に困窮している
若者をターゲットにしています。応募者に
は個人情報や自宅までの動画提出を求
め、事態を困難にする手口もあります。
被害に遭わないために
　トクリュウはSNSや暗号資産の匿名性
を悪用し、巧妙に犯罪を行います。トク
リュウは、資金獲得活動として、高齢者を
標的として特殊詐欺、強盗・窃盗を行っ
ており、犯人側が、被害者方への固定電
話に架電する実態がみられます。トクリュ
ウ被害防止のため、固定電話対策が重
要です。海外からのトクリュウの電話が
つながる状態にあなたの家の固定電話
が放置されていませんか？NTTでは、70
歳以上の契約者に対して、ナンバーディ

スプレイの無償化等おこなっています。
また国際電話不取扱受付センター（申
し込み用電話番号0120-210364）で
は、国際電話番号からの発着信を休止す
る手続きも行っています。警察庁推奨ア
プリも利用して個人で、できることから
始めて、トクリュウ被害を防止していきま
しょう。

搬　入　日 事前予約日
平日の月曜日 前週の金曜日に電話予約
平日の火～金曜日 前日に電話予約
連休・休日明け 休日の前日に電話予約
第２日曜日 平日に電話予約

※事前予約日が非営業日⇒直前の営業日に電話予約

地域・交通安全情報（8月）

▶８月の移動交番
■道の駅風和里しばやま（火曜日）
　18日、25日
　午後2時～3時30分
■空の駅風和里（水曜日）
　5日　午前10時～11時30分
■ウエルシア成田三里塚店（水曜日）
　12日　午前10時～11時30分
■やすらぎの里（木曜日）
　6日、13日　午後2時～3時30分
■芝山町役場（金曜日）
　14日、28日
　午前10時～11時30分
※事件・事故の発生や気象条件等によ
り、変更する場合があります。

23 2026. ８月号 22広報しばやま 

くらしの広場

本紙をＣＤに録音した「声の広報しばやま」を無料で貸し出しております。
【貸出場所】役場、福祉センター、芝山郵便局、千代田郵便局、ＪＡ芝山支所、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉協議会　☎78-0850



航空科学博物館情報　　  ☎78-0557　　

イベント情報

「Newton in a Box Japan」タイアップイベント
「特集展」世界をつなぐボーイング展
開催期間 　８月１日㈯～31日㈪　10時～17時
場所　航空科学博物館　「本館１階ホワイエ」
料金　入館料のみ
内容　北欧発のSTEM
（科学・技術・工学・数学）
教育イベント「Newton 
in a Box Japan」　の
成田国際空港での開催
に併せ、特集展「世界を
つなぐボーイング展」を
同時開催します。

<博物館休館日情報＞
※8月26日㈬は館内メンテナンスのため
16：00閉館となります。（入館締め切り 15：30）
８月は毎日開館しています！

８
月

2日㈰ うじはらクリニック（大網白里） さんむ内科・糖尿病クリニック（山武）
☎0475-73-3320 ☎0475-88-1491

9日㈰ とうがね中央糖尿病腎クリニック（東金） さくらクリニック（横芝光）
☎0475-54-2421 ☎0479-84-4333

11日㈫ 橋本医院（大網白里） 明海クリニック（山武）
☎0475-72-0134 ☎0475-80-5355

16日㈰ ますほ内科クリニック（大網白里） 成東しおさいクリニック（山武）
☎0475-70-8800 ☎0475-71-3700

23日㈰ 西田医院（東金） まさごクリニック（横芝光）
☎0475-53-1393 ☎0479-80-0122

30日㈰ 秋葉医院（東金） 鈴木医院（横芝光）
☎0475-52-2039 ☎0479-82-0126

＜航空科学博物館 基本情報＞
開館時間　10：00～17：00
　　　　　（入館締め切り 16：30）
休館日　月曜日（祝日の場合翌日）
入館料　大人：900円
　　　　中高生：400円
　　　　4歳以上～小学生：300 円

月間航空機騒音測定結果（速報）
令和８年６月分

第二工業団地管理事務所 Ａラン 76

Ａ滑走路先端 Ａラン 76

芝山集会所 Ａラン 70

谷平野岩澤宅 Ａラン 70

小池共同利用施設 Ａラン 70

竜ヶ塚集会所 Ａラン 70

芝山町役場 Ａラン 66

芝山小学校 Ａラン 62

平行滑走路先端 Ｂラン 73

菱田宿公会堂 Ｂラン 62

千田（多古町） Ｂラン 62

辺田龍泉院 旧谷間

住母家集会所 旧谷間

旧東小学校　 旧谷間

上吹入集会所 旧谷間

高谷共同利用施設 旧谷間

高田西部公民館 区域外

牧野西部公民館 区域外

騒音測定地点  区域  Lden Lden

66.6

73.2

61.5

60.3

63.2

59.7

58.9

56.4

72.2

60.4

57.7

53.5

54.7

55.1

56.7

56.0

51.4

50.8

人口と世帯数

まちのうごき

　　　　　　　　　　　　　　　　

　ご冥福をお祈りいたします
氏名 地区

　戸井　清和 山中東
　子安　岳 小池５

 ※６月１日から６月末日受理分。この欄への掲
載を望まない方は、届出のときに、係に申し出
てください。

７月１日現在

3,396 人
3,200 人
6,596 人
3,145 世帯

人口　男
　　　女
合計
世帯

前月比

- 6人 
+ 6人
± 0人
+ 7世帯

　　

　伊　翔 向後　伊織　 はにわ台東

　お誕生おめでとう
地区赤ちゃん名 保護者

月 日 南方地区（東金・大網白里・九十九里） 北方地区（山武・横芝光・芝山）

休日当番医    　休日当番医テレホンガイド　☎ 0475-50-2531
　　　　　　　　　　診療時間　午前９時～11時半、午後1時～午後4時半

※ 専門以外の時は診療できない場合があります。
※ 受診の前に、必ず医療機関へお問い合わせください。
※ 当番医は、都合により変更になる場合があります。「休日当番医テレホンサービス」でご確認ください。
※ 電話番号をご確認の上、お問い合わせください。

い と
　サメや恐竜、ぬいぐるみが好　サメや恐竜、ぬいぐるみが好

きな坊やです！きな坊やです！
外遊びでは顔を真っ赤にしなが外遊びでは顔を真っ赤にしなが

ら一生懸命だんごむしを探してら一生懸命だんごむしを探して

います。います。
これからもやんちゃで元気いっこれからもやんちゃで元気いっ

ぱい毎日遊び倒そう！！ぱい毎日遊び倒そう！！

元気に育ってね！

森井 心季七 くん　2歳5カ月

23 2026. ８月号 22広報しばやま 

X（旧Twitter） Facebook

芝山町公式ＳＮＳ

Instagram

航空科学博物館 HP 航空科学博物館 X



◆
仕
事
で
配
属
先
が
変
わ
る
と
、
仕
事

内
容
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
初
め
て

の
業
務
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
勤
続
20
年
を
通
し
て

変
わ
ら
ず
支
え
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
人

と
の
つ
な
が
り
で
す
。
所
属
が
変
わ
っ
て

も
、
以
前
の
職
場
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
が
窓
口
や
現
場
で
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
が
、
い
つ
も
心
強
く
、
大
き
な

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
を
も
っ
て

広
報
紙
の
担
当
を
離
れ
、
別
の
業
務
に
携

わ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
場
所
で

お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
◆
今
年
の
夏
も

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
ま
め

な
水
分
補
給
や
適
切
な
冷
房
の
使
用
を
心

が
け
、
無
理
を
せ
ず
、
体
調
の
変
化
に
十

分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。（
Ｙ
）

◆
今
月
号
も
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
月

号
で
は
、
殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
発
掘
70

周
年
を
記
念
し
、
記
念
事
業
や
関
連
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
、

ご
家
族
や
ご
友
人
と
一
緒
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。
◆
さ
て
、
今
月
は
と
に
か
く

暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
梅
雨
が
明
け
た

と
思
っ
た
ら
、
連
日
の
よ
う
に
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し

い
暑
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
も
引
き

続
き
猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ま

め
な
水
分
・
塩
分
補
給
や
適
度
な
休
憩
を

心
が
け
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
も
上
手
に
活
用

し
な
が
ら
、
熱
中
症
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。（
K
）

令
和
8
年
8
月
１
日
発
行
   　
　
　
　
　
編
集
・
発
行
 芝
山
町
総
務
課
　
〒
289-1692 千

葉
県
山
武
郡
芝
山
町
小
池
992　

☎
0479-77-3921

https://w
w
w
.tow
n.shibayam

a.lg.jp/
※「
広
報
し
ば
や
ま
」は
、新
聞
折
込
み
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
８
年

8月
号
  №
624

広
報
し
ば
や
ま

地域おこし協力隊
レポート Vol.9

　
さ
て
、
す
っ
か
り
夏
の
恒
例
に

な
り
ま
し
た
、
観
光
協
会
主
催
の

「
芝
山
夏
祭
り
」
が
7
月
18
日
に

航
空
科
学
博
物
館
屋
外
展
示
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
台
風

の
心
配
も
な
く
、
心
地
よ
い
風
が

吹
く
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
送

迎
バ
ス
が
次
々
と
到
着
す
る
と
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
出
店
の
周
り
に

は
多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
、
1

回
目
の
盆
踊
り
が
始
ま
る
頃
に
は
、

や
ぐ
ら
の
周
り
が
浴
衣
や
甚
平
姿

の
皆
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
「
し
ば
っ
こ
く
ん
」
は

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
、
た
く

さ
ん
の
記
念
撮
影
に
応
じ
て
い
ま

し
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
大
抽

選
会
で
は
、
当
選
番
号
が
発
表
さ

れ
る
た
び
に
歓
声
や
た
め
息
が
あ

が
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
月
1
日
と
2
日
に
は
、

ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
活

用
推
進
協
議
会
主
催
の
「
芝
山
あ

夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
思
い
出
づ
く
り

　
こ
ん
に
ち
は
、
芝
山
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
串
田
で
す
。
毎

日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
暑
さ
対
策
は
万
全
で

し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
夏
の
暑
さ
を
冬
に
、
冬
の
寒
さ
を
夏
に
保
存

し
て
お
く
方
法
が
で
き
た
ら
い
い
の
に
と
日
々
妄
想
し
て
い
ま
す
。

お
ぞ
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
も
芝

山
仁
王
尊
の
参
道
に
あ
る
旧
西
村
旅

館
に
て
開
催
し
ま
す
。
家
庭
や
企
業

に
眠
っ
て
い
た
品
々
を
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
売
上
は
全
て
芝
山
古
墳
・
は
に

わ
博
物
館
に
町
民
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
里

山
の
伐
採
木
を
使
っ
た
本
棚
や
椅
子

を
設
置
す
る
予
定
で
す
が
、
ど
れ
く

ら
い
売
れ
る
の
か
は
今
の
と
こ
ろ

全
く
予
想
で
き
て
い
な
い
状
況
で

す
。
な
お
、
こ
の
日
に
売
れ
な
か
っ

た
品
々
に
つ
い
て
は
後
日
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
フ
リ
マ
サ
イ
ト
な
ど
で
販

売
す
る
予
定
で
す
。

　
当
日
は
、
か
き
氷
と
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
の
無
料
配
布
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、

久
し
ぶ
り
に
町
の
2
つ
の
博
物
館
に

出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

芝山の夏
を

　もっと
楽しく！


